
世 帯 数 人 口 世 帯 数 人 口
飯 能 地 区 8 , 5 3 0 2 1 , 9 0 0 9 , 1 1 7 2 1 , 8 1 2

精 明 6 , 0 9 5 1 6 , 7 6 3 6 , 6 1 6 1 6 , 5 1 3
加 治 7 , 2 9 6 2 0 , 1 5 5 7 , 8 4 7 1 9 , 8 4 6

美 杉 台 1 , 6 8 4 5 , 0 9 3 2 , 0 8 6 5 , 8 7 5
南 高 麗 9 0 1 2 , 6 8 9 8 9 8 2 , 3 9 2

吾 野 1 , 0 9 2 2 , 9 4 5 1 , 0 2 5 2 , 4 0 6
東 吾 野 8 4 5 2 , 5 4 0 8 2 6 2 , 1 7 6
原 市 場 3 , 2 1 8 9 , 5 4 5 3 , 1 7 3 8 , 3 8 5

名 栗 9 5 5 2 , 6 1 2 9 3 1 2 , 2 0 9
飯 能 市 3 0 , 6 1 6 8 4 , 2 4 2 3 2 , 5 1 9 8 1 , 6 1 4

１７年 ２４年

世 帯 増 減 人口増減
飯 能 地 区 587 -88

精明 521 -250
加治 551 -309

美杉台 402 782
南高麗 -3 -297

吾野 -67 -539
東吾野 -19 -364
原市場 -45 -1160

名栗 -24 -403
飯能市 1963 -2560

高 齢 化 率
飯 能 地 区 24.1%

精 明 22.2%

南 高 麗 30.1%
吾 野 36.9%

東 吾 野 31.5%
原 市 場 21.9%
名 栗 36.3%

飯 能 市 23.5%

加 治 （美
杉 台 含 ）

20.7%

飯
能
市
と
名
栗
村
が
合

併
（
平
成
17
年
１
月
１
日
）

し
て
か
ら
８
年
目
を
む
か

え
て
い
ま
す
。

飯
能
市
の
人
口
は
、
合

併
時
の
８
万
４
９
８
２
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
続
け
、

17
年
対
比
で
２
５
６
０
人

の
減
少
、
８
万
２
４
２
２

人
（
24
年
１
月
１
日
）
、

７
月
１
日
現
在
で
は
８
万

２
１
５
０
人
で
す
。

特
に
、
山
間
部
の
人
口

減
少
が
顕
著
で
、
原
市
場

地
区
１
１
６
０
人
減
、
吾

野
５
３
９
人
減
、
名
栗
４

０
３
人
減
、
東
吾
野
３
６

４
人
減
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
世
帯
数
は
飯
能

地
区
５
８
７
世
帯
増
、
加

治
５
５
１
世
帯
増
、
精
明

５
２
１
増
、
美
杉
台
４
０

２
世
帯
増
な
ど
で
、
市
全

体
で
は
、
１
９
６
３
世
帯

増
加
し
て
い
ま
す
。

山
間
５
地
区
で
は
世
帯

数
、
人
口
と
も
に
減
少
し

て
い
ま
す
。

地
区
人
口
に
占
め
る
65

歳
以
上
人
口
（
高
齢
化
率
）

を
見
る
と
吾
野
地
区
が
最

も
高
く
36
・
９
％
、
続
い

て
名
栗
36
・
３
％
、
東
吾

野
31
・
５
％
、
南
高
麗
30
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
施
策
の
あ
り
方

も
問
わ
れ
て
く
る

高
齢
者
福
祉
施
策
の
充

実
は
待
っ
た
な
し
の
課
題

で
す
。
日
本
共
産
党
が
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も

44
％
が
医
療
・
介
護
な
ど

の
充
実
を
求
め
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
「
足
の
確
保
｝

（
公
共
交
通
政
策
）
に
よ

る
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域

づ
く
り
、
子
ど
も
医
療
費

完
全
無
料
化
な
ど
子
育
て

環
境
の
整
備
で
、
住
み
た

く
な
る
よ
う
な
街
づ
く
り

も
重
要
で
す
。

山
間
部
は
勿
論
の
こ
と
、

市
街
地
で
も
「
空
き
家
」

が
目
立
っ
て
い
る
な
か
で
、

「
空
き
家
」
バ
ン
ク
制
度

や
「
空
き
家
」
管
理
条
例

な
ど
も
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。市

が
こ
れ
ま
で
す
す
め

て
き
た
12
万
人
都
市
構
想

に
基
づ
く
、
県
水
増
量
計

画
の
見
直
し
も
求
め
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

お
盆
に
な
る
と
、

亡
く
な
っ
た
い
ろ

ん
な
人
の
こ
と
が

昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
「
吾
野
宿

ま
つ
り
」
の
チ
ラ

シ
を
見
て
い
た
ら
、
ず
っ
と

前
に
亡
く
な
っ
た
、
市
会
議

員
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る

Ｔ
さ
ん
が
突
然
あ
ら
わ
れ
て

「
帰
省
の
と
き
は
、
飯
能
か

ら
馬
車
に
乗
っ
て
吾
野
ま
で

帰
っ
た
も
の
で
す
よ
」
と
し

み
じ
み
話
し
て
く
れ
ま
し
た

▼
「
前
進
座
」
が
「
百
太
郎

騒
ぎ
」
を
上
演
し
た
と
き
も
、

Ｔ
さ
ん
と
一
緒
に
見
に
行
っ

た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

「
百
太
郎
騒
ぎ
」
は
確
か
吾

野
宿
の
傾
き
か
け
た
旅
籠
屋

が
舞
台
で
、
飯
能
の
地
酒
の

樽
を
舞
台
に
置
き
た
い
と
い

う
こ
と
で
、
「
天
覧
山
」
の

酒
樽
を
酒
造
元
か
ら
届
け
て

い
た
だ
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
▼
原
作
は
長
谷
川
伸
。
吾

野
宿
に
逗
留
し
て
い
た
こ
と

も
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
秩
父

の
源
五
郎
と
い
う
悪
い
親
分

も
登
場
す
る
の
で
、
長
谷
川

伸
は
吾
野
宿
の
旅
籠
で
構
想

を
練
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
な
ど
と
考
え
る
と
面
白

い
。
そ
の
吾
野
宿
で
の
お
祭

り
、
行
っ
て
み
た
い
な
…
。

発 行
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飯 能 市 委 員 会
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090-7265-1601
山 田 と し 子
090-4389-4439
新 井 た く み
090-4010-5650
滝 沢 お さ む
090-7000-4481

＜議員団の連絡先＞
973-2111(市役所456)
Mail jcp-sigi@
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深
刻
な
人
口
減
少

将
来
を
見
据
え
た
行
政
を

民
主
、
自
民
、
公
明
の

３
党
が
消
費
税
増
税
法
案

の
成
立
を
強
行
し
ま
し
た
。

法
案
の
衆
院
通
過
後
も

国
民
の
過
半
数
が
法
案
そ

の
も
の
に
反
対
し
て
い
ま

す
。
10
％
へ
の
消
費
税
の

倍
増
は
、
す
べ
て
の
国
民

の
暮
ら
し
と
す
べ
て
の
中

小
企
業
、
零
細
業
者
の
営

業
を
脅
か
し
、
脆
弱
（
ぜ

い
じ
ゃ
く
）
な
内
需
に
決

定
的
な
打
撃
を
与
え
ま
す
。

国
民
の
多
数
が
反
対
し
、

き
わ
め
て
重
大
な
結
果
が

想
定
さ
れ
る
法
案
を
、
３

党
は
国
民
に
隠
れ
、
密
室

談
合
を
く
り
か
え
し
て
押

し
通
し
ま
し
た
。

民
主
党
政
権
は
「
消
費

税
の
税
収
は
す
べ
て
社
会

保
障
に
充
て
る
」
と
説
明

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

政
府
が
社
会
保
障
と
税
の

「
一
体
改
革
」
に
盛
り
込

ん
だ
の
は
、
年
金
給
付
の

削
減
、
年
金
支
給
開
始
年

齢
の
引
き
上
げ
の
検
討
、

医
療
・
介
護
の
負
担
増
な

ど
で
す
。
増
税
法
案
に
は

法
人
税
の
い
っ
そ
う
の
引

き
下
げ
と
増
税
法
案
に
は

増
収
分
を
公
共
事
業
に
投

入
す
る
条
項
ま
で
盛
り
込

み
ま
し
た
が
、
こ
の
間
の

闘
い
が
、
民
・
自
・
公
３

党
は
追
い
つ
め
て
い
ま
す
。

再
来
年
４
月
の
消
費
税

増
税
の
実
施
ま
で
に
は
総

選
挙
も
参
院
選
挙
も
あ
り

ま
す
。
国
民
の
審
判
で
最

悪
の
増
税
談
合
を
断
罪
し
、

増
税
を
中
止
に
追
い
込
も

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団

は
、
そ
の
先
頭
に
た
っ
て

頑
張
る
決
意
で
す
。

消費税増税阻止
闘いはこれから

日本共産党飯能市議団

初めて国会を傍聴して
私は、原発、消費税増税問題で国民の声

を無視した政府の対応と民主・自民・公明
三党の密室談合に怒りでいっぱいでした。
そんなとき、国会要請行動があると聞いて
行ってきました。初めて国会も傍聴しまし
た。衆院、参院と２日間に渡り、傍聴して

きましたが、国民の声が届かない国会を肌
で感じてきました。原発はいらない、消費
税増税も困ると言う声を聞かない野田総理
は、国民の中で不信任だと思います。国会
が国民の命と暮らし、弱者を守る砦になる

よう、やはり日本共産党を大きくするしか
ないと実感して帰ってきました。小藤正子



期間 測定品目 数 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
じゃがいも 5 不検出 不検出 不検出

大根 1 不検出 不検出 不検出
ふき 1 不検出 不検出 不検出

きゅうり 1 不検出 不検出 不検出
ブルーベリー 1 不検出 不検出 不検出

米 1 不検出 不検出 不検出
沢水 1 不検出 不検出 不検出
緑茶 1 不検出 不検出 不検出

７／２４
～８／６
測定分

食品等の放射性物質測定結果

測 定 日 ヨウ素131 セシウム134 セシウム137
原 市 場 中 学 校 7 月 2 4 日 不 検 出 不 検 出 不 検 出

加 治 小 学 校 〃 不 検 出 不 検 出 不 検 出
第 一 保 育 所 8 月 2 日 不 検 出 不 検 出 不 検 出

第 二 区 保 育 所 〃 不 検 出 不 検 出 不 検 出
八 幡 保 育 所 〃 不 検 出 不 検 出 不 検 出

原 市 場 保 育 所 〃 不 検 出 不 検 出 不 検 出
浅 間 保 育 所 7 月 3 1 日 不 検 出 不 検 出 不 検 出
加 治 保 育 所 〃 不 検 出 不 検 出 不 検 出

東 吾 野 保 育 所 〃 不 検 出 不 検 出 不 検 出
吾 野 保 育 所 〃 不 検 出 不 検 出 不 検 出

美 杉 台 保 育 所 7 月 2 6 日 不 検 出 不 検 出 不 検 出
加 治 東 保 育 所 〃 不 検 出 不 検 出 不 検 出
第 二 区 保 育 所 〃 不 検 出 不 検 出 不 検 出
富 士 見 保 育 所 〃 不 検 出 不 検 出 不 検 出

八 幡 保 育 所 7 月 2 4 日 不 検 出 不 検 出 不 検 出
第 一 保 育 所 〃 不 検 出 不 検 出 不 検 出

食 品 等 の 放 射 性 物 質 測 定 結 果
学 校 ・保 育 所

飯
能
市
は
、
市
民
の
安

全
・安
心
の
観
点
か
ら
、
よ

り
細
か
な
放
射
線
量
及
び

放
射
性
物
質
の
測
定
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
５
月
17
日
か

ら
８
月
１
日
ま
で
の
間
に

報
告
が
あ
っ
た
空
間
放
射

線
量
の
測
定
結
果
は
定
期

監
視
測
定
10
施
設
10
地
点
、

保
育
所
11
施
設
42
地
点
、

つ
ぼ
み
園
６
地
点
で
し
た
。

給
食
の
測
定
に
つ
い
て
、

７
月
24
日
か
ら
８
月
２
日

ま
で
の
間
で
学
校
２
施
設
、

保
育
所
11
施
設
を
実
施
し

ま
し
た
。

市
民
向
け
の
放
射
性
物

質
測
定
に
つ
い
て
、
７
月
24

日
か
ら
８
月
６
日
ま
で
の

間
で
８
品
目
12
検
体
を
実

施
し
ま
し
た
。

測
定
結
果
を
別
紙
の
と

お
り
報
告
し
ま
す
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
委

員
会
の
地
域
政
治
新
聞

「新
飯
能
」読
者
会
が
12

日
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「新
飯
能
」の
発

刊
か
ら
40
周
年
の
節
目
の

年
、
榎
本
孝
次
編
集
委
員

は
挨
拶
で
、
ガ
リ
版
の
時

代
か
ら
現
在
の
パ
ソ
コ
ン
ま

で
、
い
ろ
ん
な
人
の
努
力
が

あ
っ
て
１
８
３
４
号
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
。
最
近

印
刷
も
支
部
が
輪
番
で
行

え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
や

や
も
す
れ
ば
議
会
中
心
の

「新
飯
能
」に
も
っ
と
地
域

の
話
題
や
、
読
者
の
声
が

載
せ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
み
な
さ
ん

の
感
想
や
意
見
を
出
し
て

ほ
し
い
と
の
べ
ま
し
た
。

山
田
利
子
市
議
の
司
会

で
な
ご
や
か
に
進
行
。
出

席
者
か
ら
は
、
お
墓
の
こ

と
で
心
配
し
て
い
た
の
で
年

金
者
組
合
の
共
同
墓
地
の

記
事
に
は
助
か
っ
た
。
こ
れ

か
ら
も
生
活
に
密
着
し
た

記
事
を
載
せ
て
欲
し
い
。

市
の
放
射
能
測
定
の
結
果

が
記
事
で
は
「不
検
出
」と

市
の
発
表
通
り
に
な
っ
て
い

た
が
、
こ
れ
で
は
放
射
能

が
ゼ
ロ
と
い
う
誤
解
を
生

ん
で
し
ま
う
。
汚
染
前
と

の
比
較
で
ど
う
か
が
大
事

だ
と
思
う
。
「怒
れ
る
75
歳

の
主
婦
」と
い
う
、
介
護
保

険
料
の
30
％
引
き
上
げ
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
で

年
金
の
3

か
月
分
が
消
え

て
し
ま
う
と
い
う
記
事
を

載
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
こ
の

よ
う
な
読
者
の
声
を
ど
ん

ど
ん
載
せ
ら
れ
る
「読
者

の
広
場
」を
設
け
て
欲
し
い
。

「新
飯
能
」を
地
域
に
届
け

て
い
る
が
、
市
政
の
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
と
感
謝
さ
れ

て
い
る
。
支
部
に
「新
飯
能
」

の
担
当
者
を
お
い
た
ら
ど

う
か
な
ど
活
発
な
意
見
や

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

新 飯 能２０１２年８月１９日 ＮＯ．１８３５

縁
故
米
な
ど
も
放

射
能
の
測
定
を

私
の
実
家
は
北
関
東

で
原
発
の
放
射
能
の
影

響
は
飯
能
よ
り
は
る
か

に
大
き
い
場
所
で
す
。

そ
の
実
家
か
ら
時
々
お

米
を
送
っ
て
き
ま
す
。

孫
た
ち
と
同
居
し
て

い
る
の
で
心
配
で
食
べ

さ
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

飯
能
市
が
放
射
能
測

定
器
を
購
入
し
た
と
知
っ

た
の
で
、
市
に
測
定
依

頼
を
し
た
と
こ
ろ
対
象

は
市
内
で
採
れ
た
も
の

に
限
定
で
市
外
は
受
け

付
け
な
い
と
の
こ
と
で

し
た
。

実
家
で
は
米
は
出
荷

し
て
い
な
い
の
で
測
っ

て
い
な
い
の
で
ぜ
ひ
測

定
し
て
も
ら
い
た
い
と

お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

「
検
討
し
た
い
」
と
の

こ
と
で
し
た
。

安
全
な
農
産
物
を
子
ど

も
た
ち
に
食
べ
さ
せ
た

い
と
い
う
願
い
に
応
え
、

田
舎
や
地
方
か
ら
送
ら

れ
て
き
た
出
荷
し
て
な

い
野
菜
や
米
な
ど
の
農

産
物
を
市
内
の
物
に
限

定
し
な
い
で
測
定
し
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

名
栗

諏
訪
神
社
獅
子
舞

8
月
25
日
（
土
）
26
日

（
日
）
例
大
祭

こ
の
獅
子
舞
は
、
県
指

定
の
無
形
民
俗
文
化
財
。

獅
子
舞
の
担
い
手
は
保
存

会
、
会
員
は
１
０
０
名
超
。

小
学
2
年
生
か
ら
80
代
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
が
一
堂

に
会
し
、
新
た
な
来
住
者

や
女
性
の
積
極
的
な
参
加

も
あ
る
そ
う
で
す
。

吾
野
宿
ま
つ
り

８
月
25
日
（
土
）
15
～

21
時古

い
宿
場
町
の
雰
囲
気

を
残
し
た
吾
野
宿
。

毎
年
夏
に
、
「
吾
野
宿

ま
つ
り
」
と
し
て
開
催
。

大
道
芸
、
一
弦
琴
、
大

吉
ラ
イ
ブ
、
ア
フ
リ
カ
民

族
太
鼓
、
和
太
鼓
、
歌
謡

シ
ョ
ウ
、
よ
さ
こ
い
踊
り
、

花
火
大
会
な
ど
多
彩
な
催

し
が
あ
り
ま
す
。

「不検出」とは、放射性物質が存在しない、又は検出限界値未満のことを示す。
検出限界値は飲料水・茶は５bq/kg、一般食品は10bq/kgです。

給食食材、自家用野菜、学校校庭、保育所園庭を
測定 高い値は検出されませんでした。

市
政
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
と
評
判

「
新
飯
能
」
読
者
会
開
く


